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利
根
川
の
下
流
、
霞
ヶ
浦
の
末
と
相
會
す
る
處
、
十
六
島
は
今
ひ
と
つ
に
成
り
た
れ
ど
も
、
水
路
縱
横
、
烟
霞

縹
渺
、
白
帆
相
望
み
、
漁
歌
相
答
へ
、
名
た
ゝ
る
三
社
、
屹
と
し
て
水
湄
に
鼎
立
す
。
三
社
と
は
、
香
取
祠
、

鹿
島
祠
、
息
栖
祠
、
是
れ
也
。

　
高
天
原
よ
り
下
り
て
、
一
劍
天
下
を
風
靡
し
、
餘
威
を
常
總
の
は
て
ま
で
も
及
ぼ
し
給
ひ
た
る
二
大
偉
人
の
、

武
甕
槌
命
は
鹿
島
に
鎭
し
、
經
津
主
命
は
香
取
に
鎭
せ
ら
る
、
げ
に
尊
く
も
又
な
つ
か
し
き
神
靈
の
地
な
る
哉
。

　
明
治
三
十
四
年
の
春
の
暮
、
學
友
羽
衣
、
烏
山
二
子
と
共
に
、
こ
の
地
に
遊
び
ぬ
。
わ
れ
二
子
と
同
じ
く
學

び
の
窓
を
出
で
て
よ
り
既
に
五
年
、
そ
の
間
た
ゞ
衣
食
の
資
を
得
る
に
急
に
し
て
、
一
も
得
た
る
所
な
し
。
學

窓
を
出
で
し
時
、
五
年
た
ち
て
も
斯
く
碌
々
た
る
べ
し
と
は
思
は
む
や
。
五
年
前
、
學
校
の
業
を
卒
へ
た
る
年

の
秋
の
暮
、
二
子
と
共
に
房
總
の
間
に
遊
び
た
る
時
の
事
を
追
懷
し
て
、
自
か
ら
忸
怩
た
ら
ざ
る
を
得
ず
。
今

や
五
年
ぶ
り
に
て
、
再
び
二
子
と
吟
笻
を
共
に
し
、
江
湖
の
外
に
優
遊
し
け
る
也
。

　
看
れ
ど
も
見
え
ざ
る
細
雨
を
衝
い
て
、
香
取
祠
に
詣
づ
。
崛
起
せ
る
丘
上
、
千
年
の
老
杉
森
々
と
し
て
、
神

さ
び
立
て
る
一
宇
の
古
龕
、
神
鈴
音
な
く
、
樓
門
の
矢
大
臣
も
寂
し
げ
な
り
。
名
に
し
負
ふ
櫻
の
馬
場
、
櫻
樹

數
十
章
、
今
を
盛
り
と
咲
き
た
れ
ど
も
、
惜
し
や
、
雨
に
訪
ひ
く
る
人
も
な
し
。
懸
崖
の
上
の
茶
亭
に
憩
ひ
て
、

眺
望
す
る
に
、
千
里
模
糊
と
し
て
、
さ
な
が
ら
淡
墨
の
山
水
畫
を
見
る
が
如
し
。
脚
下
の
堊
壁
は
津
の
宮
に
や
。

溶
々
た
る
大
利
根
の
下
流
、
そ
れ
と
知
ら
れ
て
、
白
帆
屋
上
を
行
く
。
十
六
島
は
一
望
た
ゞ
平
蕪
に
歸
し
て
、

徂
徠
せ
る
雲
烟
の
稍
〻
絶
ゆ
る
處
、
遙
に
潮
來
の
市
街
を
見
る
。
千
里
の
眼
を
座
に
移
せ
ば
、
圖
ら
ず
も
、
萩
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の
舍
、
巴
戟
天
舍
、
二
先
生
の
筆
蹟
な
ほ
新
ら
し
き
二
幅
竝
び
か
ゝ
れ
り
。
ま
の
あ
た
り
二
先
生
に
對
す
る
心

地
せ
ら
れ
、
八
九
年
前
、
教
へ
を
う
け
し
時
の
事
ど
も
思
ひ
起
し
て
、
感
慨
に
堪
へ
ざ
り
き
。

　
津
の
宮
の
鳥
居
河
岸
は
、
船
舶
の
集
散
す
る
處
也
。
利
根
川
を
上
る
汽
船
、
下
る
汽
船
は
更
な
り
、
和
船
を

や
と
ひ
て
、
潮
來
に
い
た
る
べ
く
、
鹿
島
に
至
る
べ
し
、
息
栖
に
至
る
べ
し
。
孤
蓬
雨
を
衝
い
て
、
舟
は
、
萠

え
初
め
た
る
蘆
荻
の
間
を
ゆ
く
。
長
汀
曲
浦
ゆ
き
つ
く
し
て
、
兩
岸
に
人
家
點
綴
す
る
處
、
即
ち
加
藤
洲
也
。

名
高
き
十
二
橋
こ
ゝ
に
か
ゝ
れ
り
。
桃
花
雨
中
に
媚
び
、
椿
の
花
、
時
に
ぽ
つ
り
ん
と
舟
中
に
落
つ
る
も
、
あ

は
れ
な
り
。
十
二
橋
の
下
を
過
ぎ
て
、
北
利
根
川
に
出
づ
。
潮
來
の
人
家
、
近
く
水
に
の
ぞ
め
り
。
鹿
島
に
ゆ

く
に
は
、
そ
の
潮
來
の
花
街
を
左
に
見
て
、
園
邊
川
を
下
る
也
。

　
潮
來
出
島
の
眞
菰
の
中
で
、
あ
や
め
咲
く
と
は
し
ほ
ら
し
や
と
歌
は
れ
た
る
烟
華
の
地
、
燈
光
絃
歌
と
共
に

水
に
落
ち
、
園
邊
川
依
然
と
し
て
今
に
臙
脂
を
漲
ら
す
。
高
樓
の
上
、
時
に
鼓
聲
の
鼕
々
た
る
を
聞
く
。
絃
歌

の
聲
太
だ
急
な
る
は
、
菖
蒲
踊
を
踊
れ
る
に
や
。
潮
來
圖
誌
に
曰
く
、
『
潮
來
の
里
は
、
東
都
五
町
街
に
な
ら

ひ
し
廓
也
。
朝
夕
の
出
船
入
船
、
落
ち
込
む
客
の
全
盛
は
、
花
の
晨
雪
の
夕
、
十
六
島
は
い
ふ
も
更
な
り
、
香

取
、
鹿
島
、
息
栖
、
銚
子
の
浦
々
ま
で
一
望
に
浮
び
、
富
士
、
筑
波
の
兩
峯
は
西
南
に
連
な
り
、
眺
望
世
に
す

ぐ
れ
た
る
好
境
也
』
と
。
又
曰
く
、
『
西
の
入
口
に
潮
浪
里
と
呼
ぶ
小
坂
あ
り
。
潮
の
さ
し
ひ
き
あ
る
故
に
、

さ
は
名
づ
け
し
な
ら
む
。
爰
よ
り
遊
女
町
ま
で
十
餘
町
。
そ
の
間
は
淺
間
下
と
て
、
い
や
高
き
竝
木
な
り
。
潮

來
の
ば
ら
〳
〵
松
と
も
云
ひ
て
、
沖
乘
船
の
目
あ
て
の
森
と
ぞ
。
春
は
梅
藤
の
名
木
、
四
季
の
眺
め
、
い
と
よ

し
。
霞
ヶ
浦
、
信
田
の
浮
島
、
手
に
取
る
如
く
見
ゆ
』
と
。
説
き
得
て
、
勝
概
を
つ
く
せ
る
も
の
と
云
ふ
べ
し
。
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げ
に
、
霞
浦
刀
水
の
間
、
十
六
島
附
近
の
烟
霞
の
趣
は
、
ま
た
類
ひ
あ
る
べ
う
も
思
は
れ
ず
。
仰
い
で
神
世

の
昔
、
香
取
、
鹿
島
兩
神
の
雄
圖
を
偲
び
、
眼
前
の
風
光
、
一
層
ゆ
か
し
き
心
地
す
。
請
ふ
君
、
逝
い
て
回
ら

ぬ
刀
水
に
の
ぞ
み
て
、
我
が
生
の
須
臾
な
る
を
嘆
ず
る
こ
と
を
や
め
よ
。
明
月
の
下
、
蘆
花
雪
を
吹
く
の
ほ
と

り
、
願
は
く
は
、
黄
塵
に
け
が
れ
た
る
衣
を
江
上
の
清
風
に
振
ひ
、
手
づ
か
ら
巨
蟹
を
捕
へ
て
、
扁
舟
の
巾
に

醉
臥
せ
む
哉
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
三
十
四
年
）
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